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しょうぼうだんの　人の話
ひと はなし

名前
なまえ

聞くめあて しょうぼうだんの「活動」と、田中さんが入った「きっかけ」
き かつどう たなか はい

を、分けてメモしましょう。
わ

おとさない言葉：活動・きっかけ・数字
ことば かつどう すうじ
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しょうぼうだんの　人の話 小4　No.06｜ゲスト｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

今日は、この町のしょうぼうだんで活動している、田中さんに来ていただきました。し

ょうぼうだんは、ふだんは自分の仕事をしながら、火事や大雨などのときに、地いきを守

るために集まる人たちです。

田中さんの一日をしょうかいします。朝は、会社ではたらいています。よる、当番の日

には、地いきの見回りをしたり、しょうぼうのポンプの点けんをしたりします。月に二回

は、みんなで消火の訓練もしています。

しょうぼうだんに入ったきっかけは、田中さんが中学生のとき、近くで大きな火事があ

ったことでした。かけつけたしょうぼうだんの人たちが、力を合わせて火を消す様子を見

て、「自分も町を守る人になりたい」と思ったそうです。

田中さんは、「町を守るのは、とくべつな人ではありません。近所の人どうしが助け合う

気持ちが、いちばん大切です」と話してくれました。

めものれい

しょうぼうだんの田中さんの話

活動：火事・大雨のとき地いきを守る／ふだんは会社ではたらく

仕事：見回り・ポンプ点けん／月二回 消火訓練

きっかけ：中学生のとき近くの大火事→「自分も町を守りたい」

こたえと かいせつ

（1）火事や大雨などのとき（地いきを守るため）

「火事や大雨などのときに、地いきを守るために集まる人たち」と言っていま

した。

（2）消火の訓練

「月に二回は、みんなで消火の訓練もしています」の部分です。

（3）イ（中学生のとき、近くで大きな火事があったから）

「中学生のとき、近くで大きな火事があった」ことがきっかけだと話していま

した。

（4）（例）訓練は、どんなことをするのですか。／こわいと思うことはあ

りますか。

田中さんの話に関係する「たずねる文（〜ですか。）」になっていれば正解で

す。
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